
物  質  名 リン酸トリス（ジメチルフェニル） ＤＢ－50 

別  名 

トリス(ジメチルフェニル)ホス

フェート 
リン酸トリキシリル  
リン酸トリキシレニル、TXP 

CAS 番号 25155-23-1 
PRTR 番号 第 1 種 353 
化審法番号 1-353 

構 造 式 

 

分子式 C24H27O4P 分子量 410.48 
沸点 243～265℃ (1.3 kPa) 1) 融点 － 

蒸気圧 5.15×10-8 mmHg  
(＝6.86×10-6 Pa) (30℃) 2) 換算係数 1 ppm = 16.79 mg/m3（25℃） 

分 配 係 数（log Pow） 5.63(計算値) 3) 水溶性 0.89 ppm (25℃) 3) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 11,800 mg/kg 4)  
 ラット 経口 LD50 > 25,000 mg/kg 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.1、0.5、1％の濃度で 28 日間混餌投与した結果、0.5％以上の群で死亡がみられ

たが、一般状態や体重、摂餌量、主要臓器の臓器重量、血液及び尿の検査に異常はなかった

とした報告 6) があるが、詳細は不明である。 
・急性毒性試験の結果ではあるが、神経毒性の発現パターンがヒトに類似しているトリでの知

見が得られたので、参考として下記に記載した。 
 ニワトリに 0、11.4、114、1,140 mg/kg を単回強制投与し、24 時間後の脳の神経毒性エステラ

ーゼ（NTE）活性、血漿のコリンエステラーゼ（Ch-E）活性を調べた結果、NTE 活性は 11.4 
mg/kg 以上の群で 2.0、13.4、55.8％阻害され、Ch-E 活性も 114 mg/kg 以上の群で有意に阻害

された。また、陽性対照として遅発性神経毒性のあるリン酸トリクレジルの o-体を投与した

群で NTE 活性は 90.3％阻害された。なお、70％以上の NTE 活性阻害で末梢神経障害が発生

すると考えられており、NTE 活性阻害には明瞭な量－反応関係があったことから、非常に高

用量では末梢神経障害を引き起こす可能性が示唆された 7) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

情報は得られなかった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質とリン酸トリアリールエステルを 50:50 で含む製品（Fyrquel EH）の暴露によって記憶

障害、眩暈、疲労感等の神経系の自覚症状があった労働者の訴えによって US NIOSH が調査

した結果、神経症状を訴えていた 14 人、直近に暴露された 10 人のいずれも赤血球及び血漿

中の Ch-E 活性は正常範囲内にあった。労働者に対する問診では、過去に有機リン系の急性暴

露症状を経験したことのある労働者に訴えが多いことが明らかになったが、種々の神経学的

な機能検査では暴露に関連した異常はみられず、暴露による影響と判断できないと結論され

た 8)。 



発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露及び吸入ばく露については、暫定無毒性量等を設定できなかった。 
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